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公衆衛生看護学分野 
 

論文 
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341-347，2019． 
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21(14):80-82,2019 
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会論文集ヘルスプロモーション:151-154,2019 
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第 3339 号、2019 年９月２３日 

6. 田村瞳，森礼美，大町いづみ：病棟看護師のがん患者への在宅の視点を持った看護実践自己評価に関連する要因，保

健学研究 32：65-73，2019． 

7. 大山祐介, キット彩乃, 永田 明: 阪神・淡路大震災, 新潟県中越地震, 東日本大震災で被災した糖尿病療養者の生

活における困難. 保健学研究 32: 129-138, 2019 

8. 横尾誠一,中根秀之:在宅療養高齢者のソーシャルネットワークに影響する要因．保健学研究 32:87-93,2019 

B-e 
1. 秦実紗希，小倉志保，チタマ朋香，大石和代，中尾理恵子，本田純久：30 代・40 代女性の骨密度とその関連因子．

日本健康学会誌 85 付録：86-87，2019 

2. チタマ朋香，小倉志保，秦実紗希，大石和代，中尾理恵子：妊婦の栄養素及び食品摂取量と切迫早産徴候出現との

関連．日本健康学会誌 85 付録：156-157，2019 

3. 小倉志保，秦実紗希，チタマ朋香，大石和代，中尾理恵子，本田純久：産褥早期における大腿四頭筋筋力訓練の効

果．日本健康学会誌 85 付録：162-163，2019 

4. 上西花果, 伊東恵理子, 大西真由美: 大学生は学童期と同様に歯磨き行動を継続しているか？ 日本健康学会誌 

85 付録: 102-103, 2019 

5. 西原三佳, 中村安秀, 大西真由美: 東日本大震災 8 年後の被災地における育児困難感とその関連要因. 日本健康学会

誌 85 付録: 132-133, 2019 
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6. 中尾理恵子, 大西真由美, 夏原和美, 小谷真吾, 田所聖志, 末吉秀二, 柳生文宏, 梅崎昌裕: 中高年住民の災害に対

する備えに関連する要因―長崎エコヘルス調査―. 日本健康学会誌 85 付録: 136-137, 2019 

7. 川崎涼子, 大西真由美: 受刑・触法歴がある救護施設入所者の健康課題・障がい. 日本健康学会誌 85 付録: 202-203, 

2019 

8. 中尾理恵子, 大西真由美: 高齢者サロンでサポーター役割を担う住民の特徴. 日本公衆衛生雑誌 66(10)特別付録: 

282, 2019 

9. 西原三佳, 中村案秀, 大西真由美: 復興過程にある東日本大震災被災地における乳幼児を持つ母親への支援に関す

る一考察. 日本公衆衛生雑誌 66(10)特別付録: 282, 2019 

10. 安河内彦輝，西村貴孝，大西真由美，西原三佳，Juan Ugarte，福田英輝，青柳潔: ボリビア高地集団における EGLN1

および SENP1 遺伝子多型と循環系との関連. 日本生理人類学会誌 24(4): 177-178, 2019. 

11. 平野裕子: 社会実験としての EPA 外国人看護師らの受入れ: EPA 看護師らはなぜ帰国したのか. 日本医学会総会抄

録集 257, 2019 

12. 平野裕子: 外国人介護職は日本の介護をどう見ているか . 日本の介護, アジアの KAIGO. 長崎大学・Economic 

Research Institute for ASEAN and East Asia 共催国際シンポジウム 2019 

13. 平野裕子: EPA 看護・介護職の離職から見る日本の医療福祉業界の限界. 移民政策学会 2019 年度冬季大会 2019 

14. 平野裕子: 外国人看護師の受入れと日本－インドネシア人看護師の帰国とキャリア発展を中心に. 週刊医学界新聞 

3339, 2019 

15. 中尾理恵子, 大西真由美, 夏原和美, 小谷真吾, 田所聖志, 末吉秀二, 柳生文宏, 梅崎昌裕: 中高年住民の災害に対

する備えに関連する要因―長崎エコヘルス調査―. 日本健康学会誌 85（付録）第 84 回日本健康学会演題集：136-

137, 2019. 

16. 中尾理恵子, 大西真由美: 高齢者サロンでサポーター役割を担う住民の特徴. 日本公衆衛生雑誌 66(10)特別付録: 

282, 2019. 

17. 高尾真未，佐々木規子，松本正，黒田裕美，本田純久，宮原春美，三浦清徳，黒木義和，今村明，近藤達郎，中根

秀之，森藤香奈子：日本語版 CS-DS（ダウン症がある人の認知評価尺度）の信頼性と妥当性の検証 第 1 報．日本

人類遺伝学会第 64 回大会，日本人類遺伝学会第 64 回大会抄録集，355，2019 

18. 石橋理恵子, 本田純久, 佐々木規子, 鳴瀬真由美, 宮原眞千世, 三浦清徳, 宮原春美: 高度生殖補助医療を受けた患

者の QOL に与える影響要因について. 母性衛生, 60(3), 159, 2019 

19. 太田桃子,仙谷文子,酒井大輔,横尾誠一:介護福祉士の視点から排泄ケアを考える-精神病棟におけるカーテン設置に

向けた取り組み-．第 65 回九州精神医療学会抄録集:157,2019 

20. 大越美由紀,小柳千澄,横尾誠一: 入退院を繰り返す患者を外来で支えるために-言語化が難しい患者に日記を利用し

てみて-．第 65 回九州精神医療学会抄録集:145,2019 

21. 冨岡祥大,河野秀水,森良太,横尾誠一: グループミーティング発展への歩み-勉強会によるスタッフの不安軽減から-．

第 65 回九州精神医療学会抄録集:137,2019 

22. 田中博之,峯勝也,横尾誠一: 看護師の気持ちと患者の気持ちのすれ違い-指導的介入から見えた患者の思い-．第 65 回

九州精神医療学会抄録集:98,2019 

23. 西原三佳、大西真由美、中村安秀：復興過程にある東日本大震災被災地における乳幼児を持つ母親への支援に関す

る一考察．日本公衆衛生雑誌 66(10)特別付録: 512, 2019 

24. 安河内彦輝，西村貴孝，大西真由美，西原三佳，Juan Ugarte，福田英輝，青柳潔：ボリビア高地集団における EGLN1

および SENP1 遺伝子多型と循環系との関連. 日本生理人類学会誌. 24(4): 177-178, 2019 

25. 西原三佳、中村安秀、大西真由美：東日本大震災 8 年後の被災地における育児困難感とその関連要因．第 84 回日

本健康学会総会講演集: 132-133, 2019 

 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

大西真由美・教授 代議員 日本公衆衛生学会 

大西真由美・教授 理事 日本国際保健医療学会 
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大西真由美・教授 理事 特定非営利活動法人健康都市推進会議 

大西真由美・教授 長崎県「保健事業支援・評価委員会」委員長 長崎県国民健康保険団体連合会 

平野裕子・教授 日本健康支援学会理事、学会誌編集委員 日本健康支援学会 

平野裕子・教授 日本保健医療社会学会国際交流委員 日本保健医療社会学会 

本田純久・教授 健康ながさき 21 調査検討小委員会委員 長崎県 

本田純久・教授 代議員 日本公衆衛生学会 

本田純久・教授 評議員，学会誌編集委員 日本健康学会 

本田純久・教授 代議員 日本疫学会 

中尾理恵子・准教

授 

長崎市地域密着型サービス事業者選定委員 長崎市 

中尾理恵子・准教

授 

長崎市保健所運営協議会委員 長崎市 

中尾理恵子・准教

授 

諫早市健康福祉審議会高齢福祉部会委員および

諫早市地域密着型サービス運営委員 

諫早市 

中尾理恵子・准教

授 

長崎県障害者施策推進協議会委員 長崎県 

中尾理恵子・准教

授 

長崎市建築審査会委員 長崎市 

中尾理恵子・准教

授 

第 84 回日本健康学会実行委員会事務局 日本健康学会 

中尾理恵子・准教

授 

長崎県総合公衆衛生研究会幹事 長崎県総合公衆衛生研究会 

大町いづみ・准教

授 

認定看護管理者教育課程ファーストレベル講師 長崎県看護協会 

大町いづみ・准教

授 

認定看護管理者教育課程セカンドレベル講師 長崎県看護協会 

大町いづみ・准教

授 

長崎県実習指導者講習会講師 長崎県看護協会 

大町いづみ・准教

授 

訪問看護師養成講習会講師 長崎県看護キャリア支援センター 

大町いづみ・准教

授 

在宅医療連携促進講座（前期・後期）講師 長崎市医師会長崎市包括ケアまちんなかラウ

ンジ 

大町いづみ・准教

授 

在宅看･看連携講座講師 長崎市医師会長崎市包括ケアまちんなかラウ

ンジ 

大町いづみ・准教

授 

訪問看護概論 長崎県訪問看護サポートセンター 

大町いづみ・准教

授 

長崎県看護キャリア支援センター事業等検討会

委員 

長崎県福祉保健部 

大町いづみ・准教

授 

実習指導者講習会短期(特定分野)講師 長崎県看護キャリア支援センター 

横尾誠一・助教 査読委員 長崎県看護協会 

横尾誠一・助教 研修会講師 医療法人友愛会田川療養所 

横尾誠一・助教 看護研究指導 医療法人重工記念長崎病院 

横尾誠一・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会 

西原三佳・助教 代議員 日本国際保健医療学会 
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

日本人留学生の海外における性行動とその

関連要因に関する研究 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

結核等の健康課題をもつ刑事施設被収容者

等の包括的継続健康生活支援 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

震災復興過程における育児困難感を軽減す

るソーシャルサポート要件 

大西真由美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・挑戦的研究（萌芽） 

薬物事犯による刑事施設入所中の累犯受刑

者の保健医療ニーズと社会生活定着要件 

平野裕子・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

認知症の認識とケアに関する研究―EPA で

来日する看護師の教育と支援に向けて 

平野裕子・教授 Economic Research Institute for 

ASEAN and East Asia 

Principal 

Investigator 

Transfer of the Japanese oral care technology to 

Indonesia: A study on the realities of the oral care 

of Indonesian care workers residing in Japan 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

要介護高齢者と家族が在宅介護を選択した

時にもたらされる潜在的経済価値 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

子どもはいかに出生コホート調査参加意識

を形成し，インフォームド・アセントに至

るのか 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

高齢化する被爆者における認知機能と精神

健康コホート研究 3年後フォローアップ調

査 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究C 

なぜ人々は聖水治療を求めるのか：エチオ

ピア北部聖地の事例研究 

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担 がん研究開発費 

共同研究グループのデータセンター間の連

携によるがん治療開発研究の効率化と質的

向上のための研究 

中尾理恵子・准教

授 

日本学術振興会 分担 科学研究費補助金 基盤研究（C） 

斜面市街地に暮らす住民のレジリエンスと

認知症予防の地域づくり 

大町いづみ・准教

授 

日本学術振興会 代表 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 

地域特性に基づく在宅ターミナルケアとソ

ーシャルキャピタル醸成の在り方に関する

研究 

キット彩乃・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 若手研究 

1歳6か月児を持つ母親の育児不安と内的作

業モデルの関連性 

西原三佳・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・基盤研究 C 

震災復興課程における育児困難感を軽減す

るソーシャルサポート要件 
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本田純久・教授 医療法人 芙蓉会 テレケア遠隔健康システムの開発と実証に

関する研究 

 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

大西真由美・教授 非常勤講師（公衆衛生学） 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

大西真由美・教授 非常勤講師（国際看護） 長崎県立大学 

平野裕子・教授 非常勤講師（医療社会学） 福岡医健専門学校 

平野裕子・教授 非常勤講師（社会学） 長崎市医師会看護専門学校 

キット彩乃・助教 国際看護論 宮崎県立看護大学 

西原三佳・助教 特別講師（国際看護論） 宮崎県立看護大学 

西原三佳・助教 長崎県実習指導者講習会 講師 長崎県看護協会 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

大西真由美・教授 開発途上国も、日本も

光の当たらないとこ

ろに光を 

CHOHO, Vol. 

67. 
2019年 4月 科研「薬物事犯による刑事施設入所中の

累犯受刑者の保健医療ニーズと社会生

活定着要件」の成果の一部を紹介した。 

 


